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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 86,781 26.5 5,267 79.4 5,212 77.2 4,143 74.6 

29年３月期第３四半期 68,589 0.6 2,935 13.0 2,941 16.5 2,374 12.8 
 
（注）包括利益 30年３月期第３四半期 4,524 百万円 （84.0％）   29年３月期第３四半期 2,458 百万円 （16.3％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第３四半期 88.55 － 

29年３月期第３四半期 50.39 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第３四半期 84,201 28,678 34.1 612.83 

29年３月期 77,306 24,722 32.0 528.29 
 
（参考）自己資本 30年３月期第３四半期 28,678 百万円   29年３月期 24,722 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 0.00 － 12.00 12.00 

30年３月期 － 0.00 －     

30年３月期（予想）       16.00 16.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 116,000 19.9 4,700 27.5 4,600 33.1 3,400 28.1 72.66 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期３Ｑ 47,486,029 株 29年３月期 47,486,029 株 

②  期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 689,830 株 29年３月期 689,399 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 46,796,406 株 29年３月期３Ｑ 47,115,597 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績予想見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料2ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、海外経済の回復が続くなか、設備投資や輸出が増加基調を維持

すると共に、雇用・所得環境の着実な改善が続き、個人消費は緩やかに回復しており、景気の持ち直しは続いており

ます。 

建設業界におきましては、住宅投資の減少が続いているものの、民間建設投資については企業業績の拡大を背景に

人手不足への対応のための合理化・省力化投資、東京オリンピック・パラリンピック関連の建設需要など、一部の成

長分野での前向きな投資も増加しており、業界の事業環境は全般的に堅調に推移しております。一方で、資機材価格

や労務人件費の動向等については、一部の資材価格の値上げが見込まれており、今後の業績への影響が懸念されま

す。 

このような経営環境下、当社は「中期経営計画２０１６」の基本方針・基本戦略のもと、２年目においても、グル

ープ全体での収益最大化を目指し、土木部門では、新設橋梁での安定的な受注・売上規模を維持しつつ、「床版取替

工事」等の大規模更新・メンテナンス分野の事業拡大を目指し、既存構造物の長寿命化や補修・補強等に関する技

術・施工ノウハウを蓄積し、社会ニーズに対応できる体制整備に取り組んでまいりました。建築部門においては、採

算重視の受注管理の継続と品質最優先の取組み、コスト競争力の改善に注力し、勝ち残りのための競争力の強化に取

り組んでまいりました。また、事業成長の推進力となるＰＣ技術を取り入れた企画・提案型の受注活動に注力し事業

規模の拡大に努めてまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高867億81百万円（前年同四半期比26.5％増）となりまし

た。 

利益につきましては、グループ各社とともに省力化、合理化による原価低減、販管費の削減等に取り組み、営業利

益52億67百万円（前年同四半期比79.4％増）、経常利益52億12百万円（前年同四半期比77.2％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益41億43百万円（前年同四半期比74.6％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は666億30百万円となり、前連結会計年度に比べて63億66百万円増

加いたしました。これは主に現金預金が65億96百万円減少しましたが、受取手形・完成工事未収入金等が87億87百万

円、電子記録債権が15億89百万円増加したことによるものであります。固定資産は175億71百万円となり、前連結会

計年度末に比べ５億28百万円増加しました。これは主にリース資産が62百万円減少しましたが、投資有価証券が４億

55百万円、機械、運搬具及び工具器具備品が２億６百万円、土地が１億４百万円増加したことによるものでありま

す。

この結果、総資産は842億１百万円となり、前連結会計年度に比べ68億95百万円増加いたしました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は449億６百万円となり、前連結会計年度に比べて26億51百万円増

加いたしました。これは主に未成工事受入金が11億１百万円減少しましたが、短期借入金が24億61百万円、電子記録

債務が14億９百万円増加したことによるものであります。固定負債は106億16百万円となり、前連結会計年度末に比

べ２億88百万円増加しました。これは主に退職給付に係る負債が２億１百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は555億23百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億39百万円増加いたしました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は286億78百万円となり、前連結会計年度末に比べ39億55百万円増加 

いたしました。これは主に利益剰余金が35億75百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は34.1％（前連結会計年度末は32.0％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年11月９日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 15,049 8,453 

受取手形・完成工事未収入金等 37,108 45,895 

電子記録債権 1,053 2,643 

未成工事支出金 4,097 4,874 

その他のたな卸資産 1,424 1,607 

繰延税金資産 78 69 

未収入金 1,160 2,267 

その他 425 993 

貸倒引当金 △134 △173 

流動資産合計 60,263 66,630 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 7,098 7,158 

機械、運搬具及び工具器具備品 11,241 11,448 

土地 8,923 9,028 

リース資産 611 548 

建設仮勘定 16 21 

減価償却累計額 △15,660 △15,934 

有形固定資産合計 12,232 12,271 

無形固定資産 217 201 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,320 2,775 

破産更生債権等 1,453 1,420 

繰延税金資産 131 152 

退職給付に係る資産 1,194 1,248 

その他 947 922 

貸倒引当金 △1,453 △1,420 

投資その他の資産合計 4,593 5,098 

固定資産合計 17,043 17,571 

資産合計 77,306 84,201 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 18,663 18,378 

電子記録債務 7,292 8,701 

短期借入金 7,561 10,023 

1年内返済予定の長期借入金 － 37 

未払法人税等 735 777 

未成工事受入金 4,206 3,104 

賞与引当金 270 107 

完成工事補償引当金 263 355 

工事損失引当金 368 470 

その他 2,893 2,948 

流動負債合計 42,254 44,906 

固定負債    

長期借入金 3,907 3,832 

繰延税金負債 55 199 

再評価に係る繰延税金負債 1,266 1,266 

役員退職慰労引当金 71 92 

株式報酬引当金 51 103 

退職給付に係る負債 4,328 4,530 

資産除去債務 86 87 

その他 560 505 

固定負債合計 10,328 10,616 

負債合計 52,583 55,523 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,218 4,218 

資本剰余金 8,110 8,110 

利益剰余金 11,228 14,804 

自己株式 △252 △252 

株主資本合計 23,306 26,880 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 680 991 

土地再評価差額金 1,679 1,679 

為替換算調整勘定 △225 △257 

退職給付に係る調整累計額 △717 △615 

その他の包括利益累計額合計 1,416 1,797 

非支配株主持分 0 0 

純資産合計 24,722 28,678 

負債純資産合計 77,306 84,201 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 68,589 86,781 

売上原価 60,068 75,427 

売上総利益 8,521 11,353 

販売費及び一般管理費 5,585 6,085 

営業利益 2,935 5,267 

営業外収益    

受取利息 3 3 

受取配当金 31 46 

持分法による投資利益 61 17 

スクラップ売却益 9 17 

その他 46 34 

営業外収益合計 152 118 

営業外費用    

支払利息 80 97 

為替差損 7 1 

支払保証料 30 45 

支払手数料 24 15 

その他 3 14 

営業外費用合計 147 173 

経常利益 2,941 5,212 

特別利益    

固定資産売却益 3 3 

投資有価証券売却益 18 0 

その他 2 － 

特別利益合計 25 3 

特別損失    

固定資産除売却損 6 3 

投資有価証券評価損 0 0 

ゴルフ会員権評価損 － 3 

その他 0 － 

特別損失合計 6 6 

税金等調整前四半期純利益 2,959 5,209 

法人税、住民税及び事業税 571 1,072 

法人税等調整額 13 △7 

法人税等合計 585 1,065 

四半期純利益 2,374 4,143 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
0 △0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,374 4,143 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 2,374 4,143 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 83 310 

為替換算調整勘定 △55 △16 

退職給付に係る調整額 96 101 

持分法適用会社に対する持分相当額 △40 △15 

その他の包括利益合計 84 380 

四半期包括利益 2,458 4,524 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,458 4,524 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

土木建設 
事業 

建築建設 
事業 

製造事業 
その他 
兼業事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 32,871 33,908 1,235 573 68,589 － 68,589 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

889 － 3,336 1,910 6,137 △6,137 － 

計 33,761 33,908 4,571 2,484 74,726 △6,137 68,589 

セグメント利益 

（売上総利益） 
4,491 3,400 271 236 8,399 122 8,521 

（注）１．セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 8,399

調整額（セグメント間取引消去） 122

販売費及び一般管理費 △5,585

四半期連結損益計算書の営業利益 2,935

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

土木建設 
事業 

建築建設 
事業 

製造事業 
その他 
兼業事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 46,106 38,857 1,336 480 86,781 － 86,781 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

557 － 2,622 2,590 5,769 △5,769 － 

計 46,663 38,857 3,958 3,071 92,551 △5,769 86,781 

セグメント利益又は損失 

（△）（売上総利益） 
6,763 4,433 △48 230 11,379 △25 11,353 

（注）１．セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 11,379

調整額（セグメント間取引消去） △25

販売費及び一般管理費 △6,085

四半期連結損益計算書の営業利益 5,267

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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３．補足情報

受注実績

 

区分

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日)
比較増減（△）

 金額(百万円)  構成比(％)  金額(百万円)  構成比(％)  金額(百万円)  増減率(％)

土木建設事業 40,886 55.3 43,626 58.4 2,739 6.7

建築建設事業 31,242 42.2 29,276 39.2 △1,966 △6.3

製造事業 1,235 1.7 1,336 1.8 101 8.2

その他兼業事業 573 0.8 480 0.6 △92 △16.2

合計 73,938 100.0 74,720 100.0 782 1.1
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